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論文内容の要旨
本論文は、マイクロパブツレ法の船舶への実用化を目的とし、気泡流量と摩擦抵抗低減量の定量的関係とその主要因

































は) 50m 平板模型船により摩擦抵抗低減効果を調査した結果、 50m 近い下流においても摩擦抵抗抵減効果のある
こと、気泡噴出し位置における境界層厚さは摩擦抵抗低減効果にほとんど影響しないことを明らかにしている。
(5) 実験結果を用いた実船の摩擦抵抗低減推定法を提案し、実船実験において 3%の摩擦抵抗低減効果を確認して
し、る。
以上のように、本論文は、マイクロバブルによる船舶の摩擦抵抗低減効果について調査・解明を行ったものであり、
船舶海洋工学ならびに地球総合工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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